
私たちにできること
・エコバッグ、マイボトルを持つ　　・環境に配慮した認証マークのある製品を購入する
・ごみのポイ捨てをしない　　　　　・ペットボトルや食品トレーをリサイクルに出す　　    など

町の重要な事業との位置づけ
・合併処理浄化槽整備事業　　など

町の重要な事業との位置づけ
・林業の振興、森林環境の保全事業　　など

Ｓ
エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

ＤＧｓおしえて！

－ 持続可能なまちづくりのために －

14 海の豊かさを
　 守ろう

15 陸の豊かさも
　 守ろう

海洋と海洋資源を持続可能な
開発に向けて保全し、持続可
能な形で利用する

陸上生態系の保護、回復およ
び持続可能な利用の促進、森
林の持続可能な管理、砂漠化

への対処、土地劣化の阻止および逆転ならびに生
物多様性損失の阻止を図る

　ゴール14のターゲットは10項目あり、その中の１つに
「あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する」と
あります。
　私たちは、あらゆる生命の源

みなもと

である海から、多くの恵
みを受け取っています。この海がごみや生活排水による
汚染、魚の乱獲など多くの問題を抱えています。環境省
では、毎年約800万トンのプラスチックごみが海洋に流出
していると試算しており、海のプラスチックごみの量は、
2050年までには魚の量を上回るとされています。
　プラスチックは分解されず、劣化と破砕を重ねながら
マイクロプラスチック（一般的に５ミリメートル以下のも
の）と呼ばれる微細片となります。それらをエサと間違え
て食べてしまう魚や海鳥は後を絶たず、さまざまな被害
が出ています。

　ゴール15のターゲットは12項目あり、その中の１つに
「森林減少を阻止し、劣化した森林を回復させる」とあり
ます。
　私たちが生きる上で欠かせない空気や水、食料を維持
するために重要な役割を担う森林。環境省によると、地
球の森林面積約39.9億ヘクタール（陸地面積の約30.6パー
セント）のうち、毎年330万ヘクタールの森林が減少して
いるとされています。これは、福島県の約2.4倍の面積に
あたります。
　原因の多くは、われわれ人間が豊かな生活のために無
計画に森林を伐採し、都市化を進めたことにあります。
森が失われ多くの生き物が絶滅の危機にあり、その生き
物たちを守っていくことも私たちの責任です。

小野町民も参加可能！
　郡山市ウェブサイトからクイズに答えた方を対象
に、SDGs カラーホイールバッジをプレゼントする
企画が行われています（先着 1,000 人）。
　詳しくは、郡山市ウェブサイトをご覧ください。
◆郡山市ウェブサイト URL

https://www.city.koriyama.lg.jp/kurashi/
sdgs/28481.html
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